
ニ
七
六

問
条
第
十
四
壌
中
「
及
び
第
五
間
引
い
を
で
第
五
壊
及
び
第
六
現
い
に
絞
め
、
向
瑛
を
同
条
第
十
一
二
唄
と
し
、
問
条
第
十
五

現
公
開
条
第
十
山
間
璃
と
す
る
。

第
六
十
八
条
の
六
ト
部
第

A

璃一市小

「一円前一越と

て
政
令
い
を

rbの
と
し
て
財
務
省
令
」
に
改
め
、
開
条
第
一
一
一
現
第
弦
間
行

中
「
、
連
締
一
寸
法
人
の
」

の
下
に
「
破
産
手
続
鰐
始
の
決
定
に
よ
る
」
を
加
え
、

「
解
散
の
日
が
」
を
「
破
政
手
続
開
始
の

決
定
の
お
が
」
に
改
め
、
田
川
条
第

事
中
「
の
解
散
の
け
を
含
む
瀧
結
事
業
年
度
に
お
け
る
調
該
直
結
続
法
人
文
は
同
市
明
記

規
定
す
る
連
結
子
法
人
の
解
教
の

を
含
む
連
結
事
業
年
定
一
に
お
け
る
そ
の
解
散
し
た
連
結
子
法
人
い
を
「
又
は
そ
の
連
絡

子
法
人
の
う
ち
、
次
に
掲
、
げ
る
連
結
語
人
」
に
改
め
、
問
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

連
結
親
法
人
の
解
教
の

を
含
む
連
結
事
業
年
度
に
お
け
る
当
該
連
結
親
法
人

連
結
子
法
人
の
解
散
の

を
含
む
連
結
事
業
年
震
に
お
け
る
そ
の
解
散
し
た
連
結
子
法
人

清
算
中
の
連
結
子
法
人

第
六
十
八
条
の
六
十
五
第
一
寝
中
「
語
格
挙
後
設
立
い
を
「
適
格
現
物
分
配
」
に
、

「
金
額
を
当
該
連
結
親
法
入
又
法
」

を
「
金
額
を
当
該
連
結
籍
法
人
若
し
く
は
い
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
六
十
六
第
一
項
中
3

平
成
一
一
十
ニ
年
三
月
コ
一
十
品
目
」

を
「
平
成
一
…
十
四
年
一
一
一
月
五
十
一
自
い
に
改
め
、

O 

‘ 
。‘

白‘

'‘ 

O 
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の
下
に
「
〈
間
関
誌
第
二
条
第
九
号
に
韓
殺
す
る
普
通
法
人
で
あ
る
議
総
親
法
人
の
う
ち
当

該
連
結
親
法
人
事
業
年
度
終
了
の
日
に
お
い
て
用
法
第
六
十
六
条
第
六
項
第
三
号
に
掲
げ
る
法
人
に
該
当
す
る
も
の
を
掠

「
に
お
け
る
当
該
選
結
籍
法
人
」

く
。
)
」
を
加
え
る
。

鰐
六
十
八
条
の
ふ
ハ
十
七
第
一
一
明
中
「
平
成

一
一
年
三
月
五
十
一
円
ね
い
を
コ
ヂ
成
ニ
十
部
年
一
一
一
丹
三
十
一
日
」
に
改
め
、

「
、
第
六
十
八
条
の
十
五
第
五
噴
い
を
削
り
、
問
問
条
第
五
項
第
二
号
中
「
第
六
十
八
条
の
十
志
の
ニ
ま
で
い
を
「
第
六
十
八

条
の
十
五
ま
で
」
A
Y

」
、

「
、
第
六
十
八
条
の

二
第
二
項
及
、
び
第
六
十
八
条
の
十
三
第
一
項
」
を
「
及
、
び
第
六
十
八
条
の

て
第
一
一
閉
口

ザ
」
、

「
第
六
十
八
条
の
十
五
第
二
項
、
」
を
「
第
六
十
八
条
の
十
四
第
ニ
項
、
」
-
7

」
、

「
第
六
十
八
条
の
十

第
二
閣
内
」
そ
「
第
六
十
八
条
の
十
一
一
一
第
一
噴
い
に
、

「
第
六
十
八
条
の
十
五
第
一
一
項
及
、
び
第
六

八
条
の
十
五
の
…
一
銭

積
」
を
「
第
六
十
八
条
の
十
四
第
‘
一
寝
中
「
並
び
立
前
条
い
と
あ
る
の
は
寸
前
条
並
び
北
第
六
十
八
条
の
ふ
ハ
十
七
第
一

項
」
と
、
第
六
十
八
条
の
十
五
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
六
十
八
第
一
項
及
、
び
第
八
寝
中
「
、
第
六
十
八
条
の
十
五
第
五
項
」
を
削
り
、
同
条
第
九
項
中
「
、
環
物

出
資
法
人
又
は
事
後
設
立
法
人
」
そ
「
又
誌
現
物
出
資
法
人
い
A
Y

」
、

ー

「
若
し
く
は
第
六
十
八
条
の
七
十
八
か
ら
第
六
十
八
条

の
八
十
五
の

ま
で
」
を
「
、
第
六
十
八
条
の
七
十
八
か
ら
第
六
十
八
条
の
八
十
ヤ
な
ま
で
、
第
六
十
八
条
の
八
十
蕊
の
一
一
一
校

七
七
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し
く
は
第
六
十
八
条
の
八
十
五
の
四
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
第
ニ
条
第
三
十
九
号
」
を
「
第
二
条
第
三
十
六
号
」
に

改
め
、
同
条
第
十
一
項
第
二
号
中
「
第
六
十
八
条
の
十
五
の
こ
ま
で
」
を
『
第
六
十
八
条
の
十
五
ま
で
」
に
、

第

十

八
条
の
十
二
第
二
項
及
、
び
第
六
十
八
条
む
十
三
第
一
項
」

を
「
及
び
第
六
十
八
条
の
十
二
第
二
現
」
に
、

「
第
六
ナ
八
条
の

十
冗
揃
一
一
頃
、
」
を
「
第
六
十
八
条
の
十
四
第
二
明
、
」
に
、

「
第
六
十
八
条
の
十
四
第
一
一
現
い
そ
「
興
六
十
八
条
の

捕
一
一
明
い
に
、

「
摺
六
十
八
条
の

一
氏
第
二
唄
及
、
び
第
六
十
八
条
の

の
ご
第
一
噴
い
な
「
鱗
六
十
八
条
の

問
問
機
一
…
磯

ゆ
「
放
び
に
前
条
」
と
あ
る
の
は
つ
前
条
掠
び
に
第
六
十
八
条
の
ふ
ハ
ム
i

八
い
と
、
第
六
十
八
条
の
十
五
第
一
嘆
い
は
改
め

る
第
六
十
八
条
の
六
十
九
第
一
覇
市
?
っ
第
六
十
八
条
の
十
五
第
五
項
」
を
出
る
。

第
六
十
八
条
の
七
十
第
一
寝
中
「
を
当
該
連
結
親
法
人
又
は
」
を
「
を
き
該
連
結
親
法
人
若
し
く
は
」
に
改
め
、
問
問
条
第

七
項
中
「
適
格
分
社
型
分
訴
、
」

を
「
適
格
分
割
、
い
に
、

「
適
格
挙
後
設
立
」
を
「
適
格
現
物
分
配
」
に
、

「
選
終
分
社

脳
出
引
分
制
問
等
い
を
「
滴
格
分
割
雄
一
台
記
、

「
被
挙
後
設
立
法
人
」
を
「
被
現
物
分
配
法
人
い
に
改
め
、
問
条
第
九
噴
出
叩
「
譲
絡

分
社
細
分
割
等
」
そ
「
織
格
分
割
等
い
に
改
め
、
開
条
鏑
十
現
中
「
漉
絡
事
後
設
立
」
を
「
溜
格
瑚
物
分
配
」
に
、

「
又
は
事
後
設
立
法
人
」
を
「
又
誌
現
物
分
眠
法
人
い
に
改
め
る
。

「
機
事

後
設
立
法
人
」
を
「
被
現
物
分
記
法
人
」
に
、

O 

O 



第
六
十
八
条
の
七
十
一
第
一
璃
中
「
第
、
五
項
」
を
「
第
五
壊
第
一
民
勺
」
に
改
め
、
同
開
条
第
一
…
職
中
「
次
の
各
時
に
掲
げ
る

連
結
事
業
年
度
に
お
け
る
当
該
各
一
号
に
定
め
る
」
を
「
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
」
に
改
め
、
時
現
第
一
号
中
「
選
結
事
業
年
度

当
該
」
を
「
連
結
事
業
年
度
に
お
け
る
当
該
」
に
改
め
、
持
票
第
三
号
中
「
連
絡
事
業
年
度

そ
の
」
を
「
連
結
事
業
年

慶
に
お
け
る
そ
の
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
連
結
事
業
年
度

当
該
」
を
「
連
結
事
業
年
産
に
お
け
る
当
該
」
に
改

め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
理
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
麓
え
る
。

清
算
中
の
連
結
子
法
人

第
六
十
八
条
の
七
十
一
第
三
項
中
「
適
格
分
社
型
分
割
、
適
務
理
続
初
出
資
又
法
適
格
事
後
設
立
」
を
「
適
格
分
割
又
は
適

格
現
物
出
資
」
に
改
め
、

「
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
適
格
分
社
整
分
部
等
」
と
い
う
。
」
を
郎
り
、

「
当
該
適
格
分
社
型

分
割
等
」
を
「
当
該
適
格
分
割
又
は
適
格
現
物
出
資
」
に
、

「
分
裁
承
継
法
人
等
〈
分
欝
承
締
法
人
、
被
現
物
出
資
法
人
又

は
被
挙
後
設
立
法
人
を
い
う
。
以
下
と
の
条
に
お
い
て
鍔
じ
。
〉
い
を
「
分
割
承
継
法
人
又
は
被
現
物
出
資
法
人
」
に
、

「
当
該
分
制
球
継
法
人
等
」
を
「
当
銭
分
割
承
継
法
人
又
は
設
現
物
出
資
法
人
い
に
詰
め
、
制
作
墳
に
次
の
た
だ
し
意
闘
を
加
え

る

た
だ
し
、
当
骸
漉
給
予
法
人
の
う
ち
清
算
中
の
も
の
立
つ

て
誌
、
こ
の
掘
り
で
な
い
。

七
九
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第
六
十
八
条
の
七
ト
一
第
四
項
中
「
適
格
分
社
型
分
器
等
」
を
「
適
格
分
割
又
は
適
格
現
物
出
資
」
に
致
ゐ
、
日
間
条
第
五

寝
中
「
第
十
五
条
の
二
第
一
頃
本
文
」
を
「
第
十
五
条
の
ニ
第
…
璃
s

に
、
「
開
始
の
日
(
以
下
こ
の
条
」
を
「
開
始
の
日

そ
の
適
格
分
割
期
分
割
の
日
が
連
結
担
税
法
人
事
議
年
度

〈
第
十
五
環
務
削
聞
は
吋
」
に
、

「
(
適
格
分
制
捜
分
割
に
あ
っ
て
誌
、

開
始
の

で
あ
る
場
合
の
当
該
適
格
分
割
担
分
離
に

る
。
)
、
適
格
現
物
出
資
又
は
論
格
挙
後
設
立
い
を
「
又
は
溜
格
税

物
出
資
」
辺
、

「
、
被
現
物
出
資
法
人
又
は
披
事
後
設
立
法
人
」
を
「
又
は
被
現
物
出
資
法
人
い
に
改
め
、
問
問
機
第
一
一
号
を

間
り
、
持
項
第
三
号
中
「
適
格
分
社
型
分
割
等
ー
-
甲
信
「
選
絡
分
割
又
は
適
格
別
物
出
資
」
に
、

「
分
割
承
継
法
人
又
は
被
現
物
出
資
法
人
」
に
改
め
、
同
河
口
汚
を
関
門
項
第
二
号
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
連
接
分
社
裂
分
割

「
分
割

継
法
人
等
い
そ

等
一
を
「
適
格
分
割
又
は
適
格
現
物
出
資
」
に
、

「
分
譲
承
継
法
人
等
一
を
「
分
割
承
継
法
人
又
は
援
現
物
出
資
法
人
」

「
、
適
格
現
物
出
資
又
は
適
絡
事
後
設
立
」
を
「
又
は
適
格
環
物
出
資
」
に
改
め
、
河
条
第
九
寝
中
「
選
格
分
社
型
分

劉
維
持
あ
と
を
「
適
格
分
割
、
繭
格
現
物
的
資
又
は
漉
格
税
物
分
配
(
以
下
こ
の
頃
に
お
い
て

z

適
絡
分
部
等
」
と
い
う
。
)

A
7

」
、;
 

な
い
に
、

「
当
競
鵡
格
分
社
製
分
割
等
い
を
「
忠
誠
議
格
分
割
柑
一
ど
に
、

「
分
割
承
締
法
人
等
」
そ
「
分
割
承
継
法
人
、
被

織
物
語
奨
法
人
又
は
被
現
物
分
航
法
人
」
む
絞
め
、
同
開
条
第
十
一
一
一
樹
第
三
時
中
「
、
連
絡
子
法
人
の
い
の
下
に
「
破
絞
手
統

関
蛤
の
決
定
に
よ
る
」
を
加
え
、

叶
解
散
の

が
」
そ
「
誠
心
経
手
続
開
始
の
決
窓
の
日
が
い
に
改
め
る
。

O 
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物
分
霊
」

伊
」
、

?
を

「
適
格
分
社
型
分
説
等
」
を
「
組
格
分
割
等
」
に
、

「
違
格
事
後
設
立
」
を
「
適
格
現

「
被
事
後
設
立
法
人
」
を
「
被
現
物
分
配
法
人
」
に
改

伊
』
、
}
 

第
六
十
八
条
の
七
十
二
第
五
項
中
「
適
格
分
社
型
分
割
、
」
を
「
適
格
分
割
、
」

め
、
同
条
第
六
噴
出
ヤ
「
遺
格
分
社
灘
分
割
等
」
を
「
紬
格
分
制
枯
一
げ
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
七
十
賠
第
一
一
空
中
「
又
は
第
六
十
八
条
の
八
十
一
一
か
ら
第
六
十
八
条
の
八
十
車
の
閉
ま
で
」
を
つ
機
六

十
八
条
の
八
十
ニ
か
ら
第
六
十
八
条
の
八
十
一
ね
設
で
、
第
六
十
八
条
の
八
十
班
の
一
一
一
文
は
携
六
十
八
条
の
八
十
去
の
思
い
は

改
め
、
間
条
第
一
一
一
魂
撰

問
符
中
「
繍
絡
事
後
設
立
に
係
る
事
後
設
立
法
人
」
を
「
適
絡
現
物
分
配
に
係
る
現
物
分
記
詩
人
い

一寸」、
}
 

「
漉
格
察
後
設
立
に
よ
り
被
事
後
設
立
法
人
い
を
叶
適
格
現
物
分
配
に
よ
り
被
現
物
分
割
法
人
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
七
十
蕊
第
二
時
ふ
2

「
又
は
第
六
十
八
条
の
八
十
…
一
か
ら
第
六
十
八
条
の
八
十
査
の
盟
ま
で
」
を
つ
第
六

十
八
条
の
八
十
二
か
ら
第
六
十
八
条
の
八
十
五
ま
で
、
第
六
十
八
条
の
八
十
五
の
三
又
は
第
六
十
八
条
の
八
十
五
の
罷
」
ピ

詞
条
第
三
項
第
四
号
中
「
連
務
事
後
設
立
に
悟
る
事
後
設
立
法
人
」
を
「
適
格
現
物
分
配
に
係
る
嬰
物
分
記
迭
人
」

改
め
、

。
」
、

「
適
格
事
後
設
立
立
よ
り
被
古
学
後
設
立
法
人
」
を
「
適
格
現
物
分
配
に
よ
り
被
現
物
分
配
法
人
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
七
十
六
第
一
一
壌
中
「
又
は
第
六
十
八
条
の
八
十
二
か
ら
第
六
十
八
条
の
八
十
五
の
西
ま
で
」
を
で
第
六

十
八
条
の
八
十
こ
か
ら
第
六
十
八
条
の
八
十
五
ま
で
、
第
六
十
八
条
の
八
十
五
の
三
又
は
第
六
十
八
条
の
八
十
五
の
題
」
に

八
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改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
七
十
六
の
二
第
一
項
中
「
又
は
第
六
十
八
条
の

二
か
ら
第
六
十
八
条
の
八
十
五
の
一
一
一
ま
で
」
を
「
、

第
六
十
八
条
の
八
十

A

一
か
ら
第

八
条
の
八
十
五
ま
で
又
は
第
六

八
条
の
八
十
五
の
一
一
一
」
に
改
め
、
日
開
条
第
四
項
中

「
被
一
事
後
設
立
法
人
い
を
「
被
現
物
分
蹴
法
人
い
に
、

浩
人
〕
そ
「
又
は
現
物
分
間
法
人
い
に
改
め
、
同
条
鱗
七
壊
第
一
時
中
「
適
格
挙
後
設
立
い
品
化
「
適
格
現
物
分
間
」
に
改
め

「
溜
格
事
後
設
立
」
を
「
遡
格
現
物
分
配
い
に
、

「
又
は
事
後
設
立

るヨ
第
六
十
八
条
の
七
十
八
第
割
項
中
「
適
格
事
後
設
立
」
を
「
適
格
環
物
分
配
」
に
、

「
被
事
後
設
立
法
人
」
を
「
被
現
物

分
配
法
λμ

に
改
め
、

「
又
は
適
格
分
裂
に
該
当
し
な
い
分
説
室
分
割
(
そ
の
分
割
型
分
醤
の

E
が
湾
条
第
一
項
に
規
定
す

る
連
結
親
法
人
事
業
年
度
問
問
始
の
円
で
あ
る
場
合
の
当
該
分
説
型
分
割
に
摺
る
。
第
十
ニ
壌
に
お

て
問
問
じ
σ

)

」
及
び

「
又
は
分
制
捌
分
桝
い
を
州
問
り
、
間
条
第
九
積
中
「
適
格
分
社
型
一
分
樹
、
い
を
「
適
格
八
万
灘
、
」
に
、

「
瀦
格
分
社
型
分
割
等
い
を
「
連
絡
分
説
等
い
に
、

「
適
格
事
後
設
立
」

を
「
適
格
現
物
分
配
」
に
、

「
被
事
後
設
立
法
人
い
そ
「
被
現
物
分
艇

法
大
」
ト
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
中
「
適
格
分
社
型
分
割
等
い
を
「
適
格
分
割
等
」
に
改
め
、

部
門
条
第
ト
ニ
項
中
「
事
後
設

立
法
人
」
を
「
現
物
分
配
法
人
」
に
改
め
、

「
又
は
遥
格
分
龍
に
該
当
し
な
い
分
割
型
分
割
」
及
び

「
又
は
分
割
型
分
割
」

O 

~ 

‘ 
‘ 
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を
削
り
、

同
条
第
十
五
項
第
一
号
ロ
及
び
第
二
号
中
「
適
格
事
後
設
立
」
を
「
適
格
現
物
分
配
」
に
改
め
る
。

第
六
千
八
条
の
七
十
九
第
一
項
中
「
第
五
項
」
を
「
第
五
項
第
二
号
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る

連
結
事
業
年
度
に
お
け
る
当
該
各
号
に
定
め
る
」
を
「
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
」
に
改
め
、

同
項
第
一
号
中
「
連
結
事
業
年
度

当
該
」
を
「
連
結
事
業
年
度
に
お
け
る
当
該
」
に
改
め
、

同
項
第
二
号
中
「
連
結
事
業
年
度

そ
の
」
を

「
連
結
事
業
年

度
に
お
け
る
そ
の
」
に
改
め
、

同
項
第
三
号
中
「
連
結
事
業
年
度

当
該
」
を
「
連
結
事
業
年
度
に
お
け
る
当
該
」
に
改

め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、

同
項
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

清
算
中
の
連
結
子
法
人

第
六
十
八
条
の
七
十
九
第
三
項
中
「
適
格
分
社
型
分
割
、
適
格
現
物
出
資
又
は
適
格
事
後
設
立
」
を

「
適
格
分
割
又
は
適

格
現
物
出
資
」
に
改
め
、

「
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
適
格
分
社
型
分
割
等
」
と
い
う
。
」
を
削
り
、

「
適
格
分
社
型
分
割

等
に
係
る
分
割
承
継
法
人
等
(
分
割
承
継
法
人
、
被
現
物
出
資
法
人
又
は
被
事
後
設
立
法
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
同
じ
。
)
」
を
「
適
格
分
割
又
は
適
格
現
物
出
資
に
係
る
分
割
承
継
法
人
又
は
被
現
物
出
資
法
人
」
に
改
め
、

同
項
に
次

の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
当
該
連
結
子
法
人
の
う
ち
清
算
中
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

八
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第
六
十
八
条
の
七
十
九
第
三
一
項
各
号
中
「
分
割
承
継
法
人
等
」
を

「
分
割
承
継
法
人
又
は
被
現
物
出
資
法
人
」
に
、

適

格
分
社
型
分
割
等
」
を

「
適
格
分
割
又
は
適
格
現
物
出
資
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
適
格
分
社
型
分
割
等
」
を

「
適
格

分
割
又
は
適
格
現
物
出
資
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
開
始
の
日
(
以
下
こ
の
条
」

を
「
開
始
の
日
(
第
十
三
項
第
四

号
」
に
、
「
(
適
格
分
割
型
分
割
に
あ
っ
て
は
、

そ
の
適
格
分
割
型
分
割
の
日
が
連
結
親
法
人
事
業
年
度
開
始
の
日
で
あ
る

場
合
の
当
該
適
格
分
割
型
分
割
に
限
る
。
)
、
適
格
現
物
出
資
又
は
適
格
事
後
設
立
(
以
下
こ
の
項
及
び
第
七
項
に
お
い
て

「
適
格
合
併
等
」
と
い
う
。
)
」
を

「
又
は
適
格
現
物
出
資
」
に
、

「
適
格
合
併
等
の
」
を

「
適
格
合
併
、
適
格
分
割
又
は

適
格
現
物
出
資
の
L

に
)

「
適
格
合
併
等
に
」
を

「
適
格
合
併
、
適
格
分
割
又
は
適
格
現
物
出
資
に
」
に
、

「
、
被
現
物
出

資
法
人
又
は
被
事
後
設
立
法
人
(
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
合
併
法
人
等
L

と
い
う
。
)

L

を

「
又
は
被
現
物
出
資
法
人
」

に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
適
格
分
社
型
分
割
等
」
を

「
適
格
分
割
又
は
適
格
現
物
出
資
」
に
、

「
分
割
承
継
法
人
等
」

を
「
分
割
承
継
法
人
又
は
被
現
物
出
資
法
人
」
に
改
め
、

同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
条
第
六
項

中
「
適
格
分
社
型
分
割
等
」

を
「
適
格
分
割
又
は
適
格
現
物
出
資
」
に
、

「
分
割
承
継
法
人
等
L

を

「
分
割
承
継
法
人
又
は

被
現
物
出
資
法
人
」
に
、

「
、
適
格
現
物
出
資
又
は
適
格
事
後
設
立
」

を
「
又
は
適
格
現
物
出
資
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項

中
「
合
併
法
人
等
が
」

を
「
合
併
法
人
、
分
割
承
継
法
人
又
は
被
現
物
出
資
法
人
が
」
に
、

「
合
併
法
人
等
の
適
格
合
併

O 

O 
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等
い
を
「
合
併
法
人
、
分
制
氷
縦
他
人
文
は
被
環
物
出
獄
民
法
人
の
瀦
格
合
併
、
組
格
分
割
又
は
適
格
現
物
出
資
」
に
改
め
、

開
条
第
九
壌
中
「
適
格
分
社
担
分
割
等
か
ご
を
宗
総
格
分
割
、
鴻
格
現
物
出
資
又
は
適
格
現
物
分
醗
〈
以
下
こ
の
壌
に
お
い

て
「
適
格
分
割
等
」
と
い
う
。
)
を
」
に
、

「
適
格
分
社
型
分
倒
的
等
の
」
を
「
適
格
分
制
等
の
い
に
、

「
議
格
分
社
摺
分
割

等
に
よ
り
」
を
「
適
格
分
割
等
に
よ
り
」
に
、

「
謹
格
分
社
型
分
裂
等
に
係
る
分
割
京
継
法
人
等
」
を
「
適
格
分
割
等
に
儲

る
分
割
前
承
継
法
人
、
被
現
物
出
資
法
人
又
誌
設
現
物
分
配
法
人
(
以
下
こ
の
頃
に
お
い
て
「
分
割
承
継
法
人
等
」
と
い

う
。
)
」
に
改
め
、
同
条
第
十
三
項
中
「
合
詳
法
人
等
」
を
「
合
併
法
人
、
分
割
承
継
法
人
又
は
設
現
物
初
出
資
法
人
」
に
改

め
、
同
項
第
二
一
号
中
「
、
連
結
子
法
人
の
」

の
下
に
「
破
産
手
続
開
始
の
決
定
に
よ
る
」
を
加
え
、

「
解
散
の
日
が
」
を

「
破
藤
手
続
開
始
の
決
定
の
肢
が
」
に
改
め
、
田
内
条
第
十
五
項
中
「
適
格
挙
後
設
立
」
を
「
連
絡
現
物
分
配
」
に
、

法
人
等
」
を
「
合
併
隣
人
、
分
割
承
継
法
人
、
被
機
物
出
資
法
人
又
は
被
現
物
分
配
法
人
(
次
項
に
お
い
て
「
合
併
法
人

等
い
と
い
う
。
〉
い
に
改
め
、
開
条
第
十
六
現
州
市
「
事
挫
設
立
法
人
」
を
「
細
川
凶
物
分
配
法
人
」

M
L
改
め
る
。

「
合
併

第
六
十
八
条
の
八
十
一
帯
閑
職
中
「
適
格
分
社
強
分
割
、
い
そ
「
滴
絡
分
割
、
い
に
、

物
分
配
」
に
、

「
瀧
絡
事
掛
殺
意
い
そ
吋
適
格
現

「
適
格
分
社
型
分
揺
縦
一
甘
い
そ
ぶ
糟
格
分
割
等
」
に
、

「
被
事
後
設
立
法
人
い
を
「
被
税
務
分
担
法
人
」
に
改

め
、
問
条
第
六
項
中
「
適
格
分
社
要
分
制
的
等
」
を
「
適
格
分
割
等
」
に
改
め
る
。

一一一八五
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第
六
十
八
条
の
八
十
二
第
四
項
中
「
適
格
分
社
霊
分
割
前
、
」
を
「
適
格
分
割
、
」
に
、

守
護
一
絡
事
後
設
立
」
を
「
適
格
現

物
分
配
」
に
、

「
適
格
分
社
型
分
割
等
」
を
「
遥
格
分
器
等
」
に
、

「
被
事
後
設
立
法
人
」
を
「
被
現
物
分
配
法
人
」
に
改

め
、
鍔
条
第
六
慣
例
中
「
適
格
分
社
型
分
割
等
…
を
「
瀦
格
分
割
等
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
八
十
三
第
一
職
中
「
第
六
磯
」
そ
「
第
六
現
第
二
号
」
に
改
め
、
開
条
第
一
一
一
慣
例
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る

連
絡
挙
業
年
度
に
お
け
る
当
誠
各
号
に
定
め
る
」
を
「
ゆ
っ
ち
、
次
に
掲
げ
る
」
に
一
段
め
、
制
作
現
第
一
号
中
「
溜
縮
率
難
年
波

当
該
」
を
「
逮
結
事
業
年
度
に
お
け
る
当
該
」
に
改
め
、
間
現
第
二
号
小
「
連
絡
事
業
年
度

そ
の
」
を
「
連
結
挙
業
年

震
に
お
け
る
そ
の
」
に
改
め
、

同
項
第
三
号
中
「
連
結
事
業
年
度

当
該
」
を
「
連
結
事
業
年
度
に
お
け
る
当
該
」
に
改

め
、
信
号
を
胃
項
第
四
号
と
し
、
間
何
事
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

清
算
中
の
藤
結
子
法
人

第
六
十
八
条
の
八
十
一
一
一
鎖
倒
壊
中
「
譲
格
分
社
取
引
分
割
、
滴
格
現
物
出
資
又
は
適
絡
事
校
設
立
」
を
ぷ
湖
格
分
割
又
治
適

格
税
物
市
議
」
に
改
め
、

「
当
絞
適
格
分
社
型

「
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
遡
格
分
社
型
一
分
説
等
い
と
い
う
。
い
を
配
り
、

分
叡
等
」
を
「
当
該
瀦
格
分
割
又
は
適
格
設
物
損
資
」
に
、

「
分
割
京
総
法
人
等
〈
分
割
承
継
借
入
、
被
現
物
出
紫
法
人
又

は
被
事
後
設
立
法
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
〉
」
を
予
「
分
割
承
継
浩
人
又
は
被
刑
判
物
出
資
法
人
」
に
改

。

例
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め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
当
該
連
結
子
法
人
の
う
ち
清
算
中
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
六
十
八
条
の
八
十
三
第
五
項
中
「
適
格
分
社
型
分
割
等
」
を
「
適
格
分
割
文
は
適
格
現
物
出
資
」
に
改
め
、

同
条
第
六

項
中
「
第
十
五
条
の
二
第
一
項
本
文
」
を
「
第
十
五
条
の
二
第
一
項
」
に
、

{
第
十
四
項
第
四
号
」
に
、

「
開
始
の
日
(
以
下
こ
の
条
」
を
「
開
始
の
日

「
(
適
格
分
割
型
分
割
に
あ
っ
て
は
、

そ
の
適
格
分
割
型
分
割
の
日
が
連
結
親
法
人
事
業
年
度

開
始
の
日
で
あ
る
場
合
の
当
該
適
格
分
割
型
分
割
に
限
る
。
)
、
適
格
現
物
出
資
文
は
適
格
事
後
設
立
」
を
「
文
は
適
格
現

物
出
資
」
に
、

「
、
被
現
物
出
資
法
人
文
は
被
事
後
設
立
法
人
」
を
「
文
は
被
現
物
出
資
法
人
」
に
改
め
、

同
項
第
三
号
中
「
適
格
分
社
型
分
割
等
」
を
「
適
格
分
割
文
は
適
格
現
物
出
資
」
に
、

同
項
第
二
号
を

削
り

「
分
割
承
継
法
人
等
」
を

「
分
割
承
継
法
人
文
は
被
現
物
出
資
法
人
」
に
改
め
、

同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、

同
条
第
七
項
中
「
適
格
分
社
型
分
割

等
」
を
「
適
格
分
割
文
は
適
格
現
物
出
資
」
に
、

「
分
割
承
継
法
人
等
」
を
「
分
割
承
継
法
人
文
は
被
現
物
出
資
法
人
」

-
7

」、;
 
「
、
適
格
現
物
出
資
文
は
適
格
事
後
設
立
」
を
「
文
は
適
格
現
物
出
資
」
に
改
め
、

同
条
第
十
項
中
「
適
格
分
社
型
分

割
等
を
」
を
「
適
格
分
割
、
適
格
現
物
出
資
文
は
適
格
現
物
分
配
(
以
下
と
の
項
に
お
い
て
「
適
格
分
割
等
」
と
い
う
。
)

を
」
に
、

「
当
該
適
格
分
社
型
分
割
等
」
を
「
当
該
適
格
分
割
等
」
に
、

「
分
割
承
継
法
人
等
」
を
「
分
割
承
継
法
人
、
被

三
八
七
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現
物
出
査
法
人
又
法
被
現
物
分
配
法
人
」
に
改
め
、

同
条
第
十
四
項
第
三
号
中
「
、
連
結
子
法
人
の
」
の
下
に
「
破
産
手
続

錦
絵
の
決
定
に
よ
る
」
を
加
え
、

「
解
散
の
目
、
が
」
を
「
破
産
手
続
開
始
の
決
定
の
日
が
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
八
十
四
筋
肉
項
中
「
適
格
分
社
墾
分
鎖
、
い
を
「
適
格
分
割
、
」
に
、

「
適
格
挙
後
設
立
い
を
「
適
格
現

物
分
配
い
に
、

「
瀦
格
分
社
加
分
割
等
い
を
「
遺
絡
分
離
等
い
に
、

「
被
~
思
議
役
立
法
人
い
そ
ぶ
似
現
物
分
配
法
人
い
に
改

め
、
開
条
第
六
項
中
「
適
格
分
社
製
分
割
等
い
を
よ
鴻
格
分
割
等
い
に
改
め
る
。

第
六
ト
八
条
の
八
ト
五
第
一
寝
中
「
第
六
項
」
を
「
第
六
、
項
第
二
号
い
に
、

陪
条
第
一
一
一
項
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
連
結
事
業
年
療
に
お
け
る
罰
該
各
号
に
定
め

「
同
号
の
土
地
遺
物
等
」
を
「
同
条
第
一
桜

第
二
号
の
土
地
建
物
等
」
に
改
め
、

る
」
を
「
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
」
に
改
め
、

持
項
第
一
号
中
「
連
結
事
業
年
度

設
」
に
改
め
、
同
明
第
二
号
中
「
連
結
事
業
年
麗

当
該
い
を
「
連
結
術
学
業
年
波
に
お
け
る
当
該
」
に
酸
め
、
持
母
を
同
市
引
筋
肉
口
げ
と
し
、

そ
の
」
を
「
連
結
事
業
年
度
に
お
当
該
」
を
「
連
結
事
業
年
度
に
お
け
る
当

る
そ
の
」
に
改
め
、
同
現
第
三
号

「
連
絡
事
業
年
度

同
事
第
ニ
号

の
取
に
次
の
一
時
命
令
加
え
る
。

清
算
中
の
連
結
子
法
人

第
六
十
八
条
の
八
十
五
第
四
項
中
「
遺
格
分
社
型
分
割
、
適
格
現
物
出
資
又
は
適
格
事
後
設
立
」
を
「
適
格
分
倒
的
又
法
適

O 

O 
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格
現
物
出
資
」
に
改
め
、

「
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
議
格
分
社
製
分
割
等
い
と
い
う
。
い
を
削
り
、

「
当
絞
溜
格
分
社
製

分
割
等
」
を
「
当
該
適
格
分
割
又
は
適
格
現
物
出
資
」
に
、

「
分
割
承
継
法
人
等
(
分
割
承
継
法
人
、
被
現
物
出
資
法
人
X

は
被
事
後
設
立
法
人
を
い
う
。
円
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
詫
じ
。
)
」
を
「
分
留
承
継
法
人
又
は
被
現
続
初
出
資
法
人
」
に
改

め
、
山
内
瑛
に
次
の
た
だ
し
滋
簡
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
当
該
連
綿
子
法
人
の
う
ち
清
算
中
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
六
十
八
条
の
八
十
五
第
五
項
中
「
適
格
分
社
翠
分
割
等
」
を
「
適
格
分
欝
又
は
適
格
現
物
出
資
」
に
改
め
、
同
条
第
六

項
中
「
第
十
五
条
の
ニ
第
一
項
本
文
」
を
「
第
十
五
条
の
こ
第
一
一
頃
」
に
、

「
謂
始
の
日
(
以
下
こ
の
条
」
を
「
開
始
の

5

〈鵠ふ
i

閥
瑛
第
四
以
内
ぜ
い
に
、

関
絡
の

E
で
あ
る
相
場
合
の
当
該
連
格
分
割
毅
分
割
に
譲
る
α

〉
、
適
格
現
物
出
資
X
は
適
格
事
後
設
立
」
を
「
又
は
遡
格
現

問
項
第
三
号
を

吋
〈
踏
格
分
割
製
分
制
間
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
漉
格
分
割
椴
分
割
の
日
が
逮
結
締
法
人
事
業
年
議

物
出
資
」
に
、

「
、
被
現
続
出
資
法
人
又
は
被
事
後
設
立
法
人
」
を
「
又
は
接
現
物
出
資
法
人
」
に
改
め
、

削
り
、
問
現
第
一
一
…
号
中
「
適
格
分
社
割
分
離
等
」
を
吋
踊
格
分
割
V
〈
は
議
務
積
物
出
資
一
い
に
、

「
分
割
京
継
法
人
等
」
を

「
分
割
求
織
法
人
又
は
被
現
物
出
潟
県
法
人
」
に
一
致
め
、
問
問
吋
そ
問
現
第
二
号
と
し
、
問
条
第
七
壌
中
「
嫡
格
分
社
恕
分
割

等
」
を
「
適
格
分
割
又
泣
適
格
現
物
出
資
」
に
、
「
分
倒
的
承
継
法
人
等
」
を
「
分
割
承
継
法
人
又
は
被
現
物
出
資
法
人
」

八
九
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「
、
適
格
現
物
出
資
又
は
適
格
事
後
設
立
」
を
「
又
は
適
格
禁
物
出
資
」
に
改
め
、

同
条
第
ト
項
中
「
適
格
分
杜
型
分

割
等
を
」
を
「
適
格
分
割
、
適
格
現
物
出
資
又
は
適
格
現
物
分
配
(
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
適
格
分
割
等
」
と
い
う
。
)

を
」
に
、

「
当
該
適
格
分
社
型
分
割
等
」
を
ォ
当
該
適
格
分
割
等
」
に
、

「
分
説
承
継
法
人
等
」
を
「
分
割
問
承
継
法
人
、
被

現
物
出
資
法
人
又
は
被
現
物
分
配
法
人
」
に
改
め
、
同
条
第
十
四
項
第
三
号
中
「
、
連
結
子
法
λ
の
」
の
下
に
「
破
産
手
続

開
始
の
決
定
に
よ
る
」
を
加
え
、

「
解
散
の
自
が
」
を
「
破
産
手
続
出
開
始
の
決
定
の

E
が
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
八
十
五
の
こ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
八
十
五
の

削
除

第
六
十
八
条
の
八
十
五
の
三
第
一
項
中
「
を
当
該
連
結
親
法
人
又
誌
い
を
?
を
当
該
連
持
続
法
人
若
し
く
は
」
に
改
め
、

同
条
第
四
項
中
「
適
格
分
社
型
分
割
、
い
を
「
適
格
分
割
、
」
に
、

「
謹
格
事
後
設
立
」
そ
「
濯
機
現
物
分
配
」
に
、

適

格
分
社
型
分
割
等
」
を
「
適
格
分
割
等
」
に
、

山
似
事
後
設
立
法
人
」
を
「
犠
璃
物
分
説
法
人
」
に
改
め
、
問
条
第
六
壌
中

「
適
格
分
社
担
分
割
等
い
を
「
溺
格
分
割
等
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
八
十
一
立
の
附
第
七
項
中
「
適
格
分
社
割
分
翻
、
い
そ
「
漉
格
分
割
、
い
に
、

「
瀦
格
一
般
後
設
立
い
を
「
適

絡
現
物
分
配
い
に
、

「
適
格
分
社
捌
分
割
等
い
を
「
瀧
格
分
割
等
」
に
、

「
毅
一
議
議
設
立
法
人
い
を
「
被
現
物
分
配
法
人
い

O 

、

， 
. 

O 



に
読
め
、
南
条
第
九
項
中
「
適
格
分
社
型
分
割
前
等
」
を
「
適
格
分
割
等
」
に
改
め
、
同
開
条
第
十
項
中
「
被
事
後
設
立
法
人
」

を
「
被
現
物
分
配
法
人
」
に
、

「
適
格
事
後
設
立
」
そ
「
適
格
現
物
分
艶
」
に
、

「
又
は
事
後
設
立
法
人
」
を
「
又
誌
現
物

分
艶
法
人
」
に
改
め
、
問
条
第
十
四
時
制
第
一
号
中
「
瀦
格
事
後
設
立
い
な
「
撞
絡
現
物
分
間
協
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
八
十
八
第
六
現
中
「
緩
簿
警
類
」
を
「
欝
類
と
し
て
対
務
省
令
で
定
め
る
も
の
い
に
改
め
、

ず
の
下
記
「
。
次
壊
に
お
い
て
間
関
じ
」
を
お
え
、

「
再
条
第

「
を
い
う
い

「
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
」
会
制
的
り
、

「
第
一
一
条
第
閤
十
一
一
一
号
」
を

「
第
二
条
第
三
十
九
号
」
に
、

十
四
号
」

を
「
同
条
第
四
十
号
」
立
改
め
、

伺
条
第
七
項
中
「
保
存
す
る
議
簿

書
類
」
の
下
に

「
〈
そ
の
作
成
又
は
保
存
に
代
え
て
電
磁
的
記
鋸
の
作
成
又
註
課
存
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電

磯
州
問
詑
鍛
そ
食
む
。
以
下
こ
の
壊
、
次
議
及
び
第
十
一
項
第
ニ
号
に
お
い
て
同
乙
。
〉
」
そ
加
え
、
同
開
条
第
八
壌
中
「
援
簿

滋
酬
額
又
は
い
そ
「
財
務
省
令
で
絞
め
る
も
の
又
は
」
に
改
め
、
問
条
第
十
一
議
中
「
十
万
円
」
品
化
「
三
十
万
丹
」
に
改
め
、

四
円
条
第
十
九
項
中
「
締
約
国
」
の
一
ト
に
「
又
地
締
約
者
」
を
加
え
、

叶
条
約
締
手
間
部
」
を
「
条
約
相
手
掛
等
」
に
披
め
る
。

第
六
十
八
条
の
八
十
八
の
こ
第
一
環
や
「
条
約
相
手
国
」
を
「
条
約
相
手
議
等
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
の
九
十
の
前
の
見
出
し
中
「
留
別
課
税
対
象
金
額
」
を
「
彊
部
課
税
対
象
金
額
等
」
に
改
め
、
日
間
条
第
一
項

「
と
の
項
」
の
下
に
つ
第
三
理
及
、
び
第
四

(
以
下
と
の
款
」
を
「
も
の
〈
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
」
に
改
め
、

中

も
の

九
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項
」
を
加
え
、

の
五
」
を
「
百
分
の 「
第
一
号
ピ
お
い
て
同
じ
」
を
「
第
一
号
及
、
び
第

現
に
お
い
て
同
じ
」

に
改
め
、
旧
制
環
第
一
号
中
「
百
分

に
改
め
、
同
号
イ
中
「
ロ
に
お
い
て
開
閉
じ
」
を
「
ロ
及
、
び
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
」

に
改
め
、
同

項
第
二
号
中
「
百
分
の
五
」
を
「
百
分
の
十
」
に
改
め
、
居
条
第
三
項
を
前
り
、
同
条
第
四
項
中
「
及
び
前
寝
」

を
阿
部
り
、

「
、
第
一
頃
各
号
」
を
「
、

問
項
各
号
」
に
、

「
前
項
に
規
定
す
る
特
定
外
閤
子
会
社
等
が
い
を
「
特
定
外

子
会
社
等

〈特
E

規
事
業
〈
第
六
十
六
条
の
六
第
一
一
一
頃
に
規
旋
す
る
特
定
事
業
を
い
う
。
次
壌
に
お
い
て
阿
じ
。
)
合
主
た
る
一
娯
楽
と
す

る
も
の

〈
株
式
等
の
保
有
を
主
た
る
事
識
と
す
る
特
定
外
関
子
会
社
等
の
う
ち
、
当
該
特
定
外
国
子
会
社
等
が
能
の
外
刑
制
法

人
の
也
事
業
活
動
の
総
会
的
な
背
環
及
、
び
関
轄
を
通
じ
て
そ
の
紋
議
殺
の
向
上
に
演
す
る
業
務
を
行
う
場
舎
に
お
け
る
当
該
趨

の
外
国
法
人
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
の
株
式
等
の
保
有
を
行
う
も
の
と
じ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
議
く
。
)
を
除

く
。
〉
が
、
」

伊
」
、i
 

「
国
定
蕗
設
を
有
す
る
」
を
「
そ
の
主
た
る
事
業
を
行
う
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
務
所
、
高
錦
、

工

場
そ
の
他
の
屈
定
蕗
設
を
脊
し
、

か
つ
、

そ
の
事
業
の
管
理
、
支
配
及
び
運
営
を
自
ら
行
っ
て
い
る
」
に
改
め
、
露
。
現
第
二

号
中
「
第
六
十
六
条
の
穴
第

環
第
ニ
号
」
を
「
第
六
十
六
条
の
六
第
一
一
一
環
簿
一
日
主
に
政
め
、
問
項
を
出
向
条
第
一
一
一
壌
と

し
、
岡
市
明
の
次
に
次
の
一
一
様
を
加
え
る
。

4 

第
一
一
明
各
号
に
掲
げ
る
議
締
法
人
に
係
る
特
惣
外
関
子
会
校
等
が
、
一
平
成
ニ
十
二
年
四
月
一
日
以
後
に
開
蛤
す
る
各
事

O 

O 
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え

業
年
度
に
お
い
て
前
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
一
壊
の
規
定
安
適
用
し
な
い
適
用
対
象
金
棋
を
有
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該

各
事
業
年
震
に
係
る
次
に
掲
げ
る
金
額
(
第
一
口
汚
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
に
つ
い
て
は
、
当
該
特
定
外
国
子
会

社
等
が
行
う
事
業
(
特
定
事
業
を
除
く
。
)

の
性
質
上
重
要
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
業
務
か
も
空
じ
た
も
の
を
除
く
。

以
下
こ
の
瑛
に
お
い
て

の
合
計
額
(
次
環
に
お
い
て 「
特
結
所
得
の
金
額
い
と
い
う
。
〉
を
有
、
す
る
と
き
は
、
当
該
各
事
裁
年
撲
の
特
定
所
得
の
金
額

「
部
分
謹
用
対
象
金
額
い
と
い
う
。
〉

の
う
ち
そ
の
迎
締
法
人
の
有
す
る
当
該
特
控
外
関
子

会
社
等
の
蓋
譲
及
、
び
間
接
保
有
の
株
式
等
の
数
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
そ
の
株
式
等
の
讃
求
権
の
内
容
を
勘
案
し
て
致

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
〈
当
該
金
額
が
当
該
各
事
業
年
度
に
係
る
鑓
民
課
税
対
象
金
額
に
相
当
す
る

金
額
中
佐
藤
え
る
と
ざ
は
、
当
該
相
当
す
る
金
額
。
次
条
及
が
第
六
十
八
条
の
九
十
一
一
に
お
い
て
「
劉
別
部
分
課
税
対
象
金

額
い
と
い
う
。
〉
に
相
当
す
る
金
麟
培
、
そ
の
漆
結
法
人
の
叙
漣
の
額
と
み
な
し
て
当
競
各
也
事
業
年
度
終
了
の
日
の
翌

か
ら
二
月
を
経
過
す
る
日
を
含
む
そ
の
連
結
法
人
の
各
連
絡
事
業
年
震
の
連
結
所
得
の
金
額
の
計
算
上
、
益
金
の
額
に
算

入
す
る
。棋

余
金
の
醗
滋
一
等
の
額
〈
当
該
特
定
外
調
子
会
社
等
の
有
す
る
抱
の
法
人
の
株
式
等
の
数
又
は
金
徹
の
そ
の
発
仔
諦

掠
式
又
は
出
資
〈
そ
の
有
す
る
出
口
己
の
株
式
等
を
除
く
。
〉

の
総
数
又
は
総
織
の
う
ち
立
市
め
る
制
合
が
四
分
の

九
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回
開

満
た
な
い
場
合
に
お
け
る
当
該
強
の
法
人
(
第
四
号
に
お
い
て

「
特
定
法
人
」

か
ら
受
け
る
も
の
に
限

と
い
う
。
)

る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

。
)
の
合
計
額
か
ら
当
該
剰
余
金
の
記
当
等
の
額
を
得
る
た
め
に
臨
接
-
議
し
た
襲
躍

の
識
の
合
計
額
又
は
当
核
剰
余
金
の
記
当
等
の
額
に
係
る
襲
用
の
額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
…
計
算
し
た

金
額
安
維
除
し
た
残
額

債
券
の
利
子
の
額
の
合
計
額
か
ち
当
該
利
子
の
額
そ
得
る
た
め
に
直
接
饗
し
た
費
用
の
離
の
合
針
額
又
は
当
該
利
子

の
額
に
係
る
費
用
の
額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
と
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
績
を
艶
除
し
た
残
額

費
券
の
償
還
金
額
(
貫
入
損
却
が
一
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、

そ
の
貫
入
金
額
)
が
そ
の
取
得
価
額
を
超
え
る
場
合
に
お

け
る
そ
の
業
益
の
額
の
合
計
額
か
ら
当
該
差
益
の
離
を
得
る
た
め
立
議
接
要
し
た
費
用
の
額
の
合
一
刑
判
額
又
は
当
該
差
益

の
麟
に
係
る
斡
朋
の
輸
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
と
ろ
に
よ
り
一
計
算
し
た
金
額
そ
艶
除
し
た
犠
翻

夜襲

特
定
法
人
の
株
式
等
の
譲
渡
〈
第
六
十
六
条
の
ふ
ハ
第
四
現
第
四
符
に
規
定
す
る
譲
渡
を
い
う
。
次
回
ヴ
に
お
い
て

じ
。
)
に
よ
る
対
価
の
制
の
合
計
額
か
ら
当
該
株
式
等
の
取
得
価
額
及
、
び
当
該
対
留
の
額
そ
得
る
た
め
に
直
接
要
し
た

の
額
の
合
計
額
を
控
除
し
た
残
額

費
五

悼
演
券
の
譲
渡
に
よ
る
対
価
の
額
の
合
計
額
か
ら
当
該
憤
券
の
取
得
価
額
及
、
び
当
該
対
揺
の
額
、
を
得
る
た
め
に
誼
接
要

。

O 

“ 
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く

し
た
驚
践
の
航
機
の
会
計
額
を
控
除
し
た
残
額

一一L.
/、

件
付
許
権
等
〈
第
六
十
六
条
の
ふ
ハ
第
盟
理
第
六
号
に
規
定
す
る
特
許
権
等
ゆ
砕
い
い
う
。
以
下
と
の
吟
に
お
い
て
悶
じ
。
〉

の
能
用
料
〈
滋
一
級
特
定
外
部
子
会
社
等
が
臨
ら
行
っ
た
研
究
開
発
の
成
果
に
係
る
特
許
権
等
の
般
用
料
そ
の
儲
の
政
令

で
絞
め
る
も
の
を
議
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
伺
じ
。
〉

の
合
計
離
か
ら
調
核
使
用
料
を
樽
る
た
め
に
直
披
聾
し
た

費
用
の
額
の
合
計
穣
を
諮
除
し
た
議
額

七

船
舶
又
は
続
空
磯
の
鐘
付
け
に
よ
る
対
価
の
額
の
合
計
翻
か
ら
当
該
対
価
の
額
を
得
る
た
め
に
直
接
要
し
た
費
用
の

額
の
合
計
額
を
控
除
し
た
残
額

第
六
十
八
条
の
九
十
第
八
市
慣
を
開
条
第
九
項
と
し
、

司
条
第
七
項
中
「
、
第
四
項
」
を
削
り
、
問
項
を
開
条
第
八
項
と

し
、
同
条
第
六
項
中
「
第
四
項
の
規
定
ほ
」

を

「
第
五
項
の
規
定
培
、
政
令
で
定
め
る
と
と
ろ
に
よ
り
」

に
改
め
、
田
川
項
を

同
条
第
七
項
と
し
、
男
条
第
五
項
を
馬
条
第
六
項
と
し
、
国
内
項
の
詰
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

5 

前
項
の
規
定
は
、
第
一
事
各
号
に
掲
げ
る
連
結
誌
人
に
係
る
特
定
外
国
子
会
社
等
に
つ
き
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

事
実
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
特
定
外
患
子
会
社
等
の
そ
の
該
当
す
る
事
業
年
度
に
係
る
部
分
適
用
対
象
金
額
に
つ
い
て

は
、
適
用
し
な
い
。

一一…九氏



ニ
九
六

各
事
業
年
震
と
お
け
る
部
分
適
用
対
象
金
額
に
保
る
収
入
金
額
が
千
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

各
事
業
年
度
の
決
算
に
基
づ
く
所
得
の
余
州
酬
に
相
当
す
る
金
綴
と
し
て
政
令
で
定
め
る
金
額
の
う
ち
に
当
該
各
事
業

年
設
に
お

る
部
分
踏
用
対
象
金
額
の
出
め
る
都
合
が
百
分
の
蕊
以
下
で
あ
る
こ
と
。

第
六
十
八
条
の
九
十
一
第
一
項
中
「
鵡
締
法
人
が
附
磯
…
そ
「
選
結
法
人
が
、

間
川
磯
又
は
同
条
第
四
噴
」
に
、

「
の
う
ち

現
該
」
を
「
の
う
ち
、
当
該
…
に
、

「
金
額
は
い
を
「
金
額
又

当
該
特
窓
外
出
子
会
社
等
の
個
別
部
分
課
税
対
象
金
額
は

対
応
す
る
も
の

(
当
該
僻
別
部
分
制
税
対
象
金
額
に
相
主
す
る
金
額
を
限
度
と
す
る
。
)
と
し
て
政
令
で
絞
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
一
許
引
算
し
た
金
額
詰
」
に
、

「
連
結
法
人
に
お
け
る
特
定
外
部
出
子
会
社
等
の
個
別
課
税
対
象
金
鱗
」
を
「
連
結
法
人
記
お

け
る
特
定
外
国
子
会
在
等
の
餌
別
課
税
対
象
金
額
等
」
に
、

「
の
課
税
対
象
金
額
」
を
「
の
課
税
対
象
金
額
等
」
に
改
め
、

国
内
条
第

A

一
項
中
「
内
国
法
人
が
」
を
「
内
閣
法
人
が
、
一
に
、

「
当
該
内
国
法
人
」
を
「
、
当
該
内
司
法
人
-
に
改
め
、

「
場
合
」
の
下
記

「
又
は
当
設
特
定
外
国
子
会
社
等
の
掛
け
条
第
題
墳
に
組
定
す
る
部
分
課
税
対
象
金
績
に
如
相
当
す
る
金
額
に

っ
さ

溜
ハ
の
焼
定
の
滅
期
を
受
け
た
場
合
」
恋
、

「
申
均
一
…
一
政
議
税
対
象
金
額
〕

の
ド
に

J
〈
は
当
該
部
分
課
税
対
象
金
額
い

そを

「
鰭
制
的
競
税
対
象
金
額
〕

の
下
に

3
〈
は
鱒
別
部
分
操
税
対
象
金
額
一
を
加
え
、
間
条
第
一
一
一
環
中
「
議
給
法
人
が
」

そな

吋
連
結
法
人
が
、
」
に
改
め
、

「
場
合
〕

の

守
〈
は
部
門
条
第
四
墳
の
規
定
の
澗
用
に
係
る
特
紫
外
顕
子
合
社
等
の
鱒
別

O 

。
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t 

o 

部
分
畿
税
対
象
ふ
税
額
に
相
当
す
る
令
額
に
つ
き
同
情
恨
の
規
定
の
濫
用
を
受
け
る
場
合
」
を
加
え
る
。

人
に
係
る
特
定
外
富
子
会
社
等
」
を
「
外
国
法
人
」
に
、

「
当
該
特
定
外
国
子
会
社
等
」
を
「
当
該
外
麗
法
人
」
に
、

「ア」

第
六
十
八
条
の
九
十
竺
第
一
寝
中
「
当
該
連
結
法
人
に
係
る
特
定
外
童
子
会
社
等
」
を
「
外
国
法
人
」
に
、

「
第
四
項
ま

で
」
を
「
こ
の
条
」
に
、

「
当
該
特
定
外
国
子
会
社
等
」
を
「
当
該
外
冨
法
人
」
に
改
め
、

開
条
第
二
項
中
「
当
該
連
結
法

の
要
及
、
び
次
項
(
」
を
「
第
三
項
ま
で
」
に
改
め
、

「
「
次
璃
」

の
下
に
「
及
び
第
一
一
一
項
」
を
加
え
、

「
、
当
該
剰
余
金
の
配

当
等
の
額
に
」
を
「
、
こ
の
項
前
段
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
剰
余
金
の
配
当
紘
一
ザ
の
離
に
い
に
改
め
、

同
条
第
十
項
中
「
第

二
票
前
段
の
」
を
「
機
一
一
寝
前
段
又
は
第
九
現
前
段
の
」
に
、

「
益
金
不
算
入
)
」
を
「
蹴
当
一
等
の
議
金
不
算
入
)
」
に
改

め

「
第
六
十
八
条
の

ニ
第
一
一
現
前
段
」
の
下
に
「
又
は
鰐
九
現
前
設
い
そ
加
え
、
部
門
壊
後
間
余
第
十
七
墳
と
し
、
同

条
第
九
噴
出
中
「
機
一
一
吸
い
の
下
に
「
若
し
く
は
第
三
現
又
は
第
八
羽
若
し
く
は
第
十
議
」
そ
加
え
、
間
内
灘
を
詞
条
第
十
六
羽

よ
し
、
開
条
鶴
八
噴
出
?
「
及
、
お
第
二
項
」
を
「
か
ら
第
一
一
一
現
ま
で
も
叫
ひ
欝
八
寝
か
ら
擬
ふ
i

壊
、
ま
で
い
に
、

「
儲
制
約
親
税
掛
金

調
条
第
七
項
中
「
及
び

繍
若
し
く
は
鱗
税
務
金
銀
」
そ
「
鵠
別
競
税
済
金
額
等
」
じ
改
め
、
同
璃
を
開
条
第
十
五
項
と
し
、

第
二
項
」
を
「
か
ら
第
三
現
ま
で
及
び
第
八
壌
か
ら
第
十
噴
ま
で
」
に
、

「
、
掴
別
課
税
済
金
額
」
を
「
、
個
別
課
税
済
金

観
又
は
鰐
別
院
接
配
当
等
若
し
く
は
錯
誤
間
接
課
税
構
金
額
」
に
、

「
又
は
課
税
請
金
額
」
を
「
、
智
則
的
間
接
配
当
等
若
し

九
一七



九
八

く
立
相
関
部
官
接
課
税
損
金
額
又
は
課
税
務
金
額
、
間
接
配
当
等
(
第
六
十
六
条
の
八
第
十
.
現
第
一
間
守
に
規
定
す
る
潤
議
配

当
等
を
い
う
。
)
若
し
く
は
罰
譲
課
義
務
金
額
(
次
項
に
お
い
て

「
題
阿
部
諜
義
務
金
額
等
」
と
い
う
。
)
」
に
改
め
、
問
要

を
間
内
条
第
十
問
項
と
し
、
同
条
第
六
璃
中
越
畑
一
格
分
割
、
適
格
現
物
出
資
又
は
連
絡
事
後
設
立
(
以
下
と
の
壌
に
お
い
て

「
官
制
待
機
分
部
等
い
と
い
う
。
)
い
を
「
適
格
分
醗
盤
叩
甘
い
に
、

「
被
挙
後
設
立
法
人
」
そ
「
被
現
物
分
蹴
法
人
い
に
、

「
第
六

十
六
条
の
八
第
}
鳥
羽
」
を
「
第
六
十
六
条
の
八
第
六
現
」
に
、

「
分
割
法
人
、
現
物
出
資
法
人
文
は
事
後
設
立
法
人
(
以
下

と
の
嘆
に
お
い
て

「
分
割
法
人
等
」
と
い
う
。
〉
い
を
「
分
割
法
人
等
」
に
、

「
第
一
ニ
明
の
」
を
「
第
四
棋
の
」
む
改
め
、

「
分
割
需
十
年
内
事
業
年
度
又
は
」
を
削
り
、

「
同
条
第
五
項
」
を
「
部
門
条
第
六
項
」
に
、

を
開
条
第
七
項
と
し
、
日
間
項
の
次
に
次
の
六
項
を
加
え
る
。
「
同
条
第
一
一
一
事
第
二
号
」
を

「
開
条
第
四
項
第
二
号
」
に
改
め
、

s 

連
結
法
人
が
外
国
法
入
門
法
人
税
法
第
八
十
一
条
の
J
a

第
一
一
棋
の
護
定
に
よ
り
問
項
に
規
定
す
る
額
制
約
益
金
額
を
計
算

一
…
一
条
の
一
一
第
一
一
現
に
撹
窓
ず
る
外
臨
ん
子
会
社
に
該
当
す
る
も
の
を
鈴
く
。
以
下
と
の
項

ず
る
場
合
に
お
け
る
同
法
第
二

に
お
い
て
問
じ
。
〉
か
ら
受
け
る
剰
余
金
の
即
当
等
の
額
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
核
剰
余
金
の
能
当
等
の
額
〈
第
一
一
械
の

規
定
の
適
用
を
受
け
る
部
分
の
金
額
を
撒
く
。
)

の
う
ち
部
該
外
題
法
人
に
係
る
問
機
特
定
制
民
課
税
対
象
金
額
に
遺
す

る
ま
で
の
金
額
は
、
当
該
連
結
法
人
の
各
連
結
事
業
年
度
の
連
結
所
得
の
金
額
の
計
算
上
、
益
金
の
額
に
算
入
し
な
い
。

O 

~ 

， 

O 
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仁

告

漉
織
法
人
が
外
国
法
人
か
ら
受
け
る
剰
余
金
の
配
当
等
の
額
(
法
人
税
法
第
八
十
一
条
の
…
ニ
第
一
一
明
の
規
定
に
よ
り
部
門

壌
に
規
定
す
る
鶴
院
議
金
繍
そ
…
計
算
す
る
場
合
ピ
お
け
る
倒
的
法
第
一
一
十
五
条
の
ニ
第
一
一
明
の
規
定
の
璃
獄
閉
会
受
け
る
も
の

に
張
る
。
以
下
こ
の
現
に
お
い
て
問
じ
。
〉
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
骸
剰
余
金
の
配
当
等
の
犠
〈
鍛
一
一
壌
の
規
定
の
瀧
胞

を
受
け
る
部
分
の
金
額
を
除
く
。
〉
の
う
ち
部
該
外
罰
浩
人
に
係
る
間
接
特
燈
側
別
課
税
対
象
金
額
に
遣
す
る
ま
で
の
金

額
に
つ
い
て
の
再
法
第
八
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
問
項
に
規
定
す
る
個
別
議
金
額
を
計
算
す
る
場
合
に
お
け

る
再
逮
第
二
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
の
適
罵
に
つ
い
て
辻
、
同
寝
中
「
以
下
第
三
事
ま
で
ピ
お
い
て
一
「
襲
余
金
の
配

当
等
の
額
」
と
い
う
。
)
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
窮
余
金
の
配
当
等
の
額
か
ら
当
該
剰
余
金
の
毘
当
等
の
額
に
係
る
費

同

m
m
w
額
に
相
揺
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
を
控
除
し
た
金
額
」
と
あ
る
の
は
、

「
次
環
及
び
第
一
一
一
項
に
お
い
て
吋
剰
余
金
の
配
中
対
等
の
鱗
」
と
い
う
。
〉
」
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

ζ

の
寝
前

殺
の
規
定
の
適
用
そ
受
け
る
剰
余
金
の
総
当
等
の
畿
に
保
る
附
法
第
八
十
一
条
の
一
一
一
第
一
環
の
線
建
む
よ
り
照
積
に
焼
定

ず
る
錨
却
損
金
額
を
計
算
す
る
場
合
に
お
け
る
興
法
第
五
十
九
条
の
こ
に
規
定
す
る
外
臨
線
東
税
等
の
額
に
つ
い
て
は
、
、

出
向
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

10 

連
結
法
人
が
外
国
法
人
か
ら
受
け
る
剰
余
金
の
震
当
等
の
額
(
法
人
税
法
第
八
十
一
条
の
一
ニ
第
一
嘆
の
規
定
に
よ
り
問

三
九
九



関
心
。

現
に
規
定
す
る
倒
別
益
金
額
仙
台
計
算
す
る
場
合
に
お
け
る
関
誌
第
一
一
十
一
一
一
条
の
二
第
二
頃
の
鳩
山
廷
の
漉
用
後
受
け
る
も
の

に
限
る
1

以
下
こ
の
現
に
お
い
て
陪
じ
。
〉
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
剰
余
金
の
配
当
等
の
欄
〈
第
一
…
…
現
の
規
定
の
適
用

を
受
け
る
部
分
の
金
銀
を
除
く
。
〉

の
う
ち
当
該
外
題
法
人
に
係
る
間
接
特
定
個
別
課
税
対
象
金
額
に
遇
す
る
ま
で
の
金

額
は
、
当
該
連
締
法
人
の
各
連
絡
事
業
年
疫
の
連
結
詩
相
憾
の
金
額
の
計
算
上
、
益
金
の
額
に
算
入
し
な
い
。

前
一
一
一
項
に
規
定
す
る
間
接
特
定
鰭
部
課
税
対
象
金
援
と
は
、
次
に
掲
げ
る
金
額
の
う
ち
い
ず
れ
か
少
な
い
金
額
を
い

11 

ゆっ。

連
結
法
人
が
外
層
法
人
か
ら
剰
余
金
の
配
当
等
mw
欝
を
受
け
る

B
を
合
む
当
該
連
結
法
人
の
連
結
事
業
年
度
(
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
「
記
当
連
話
事
業
年
夏
」
と
い
う
。
)
関
姶
の

B
前
二
年
以
内
に
開
始
し
た
各
連
結
事
業
年
度
又
は

各
事
業
年
産
(
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

三
郎
二
年
以
市
内
の
各
連
結
事
業
年
度
等
」
と
い
う
。
)

の
う
ち
最
も
古
い
連
結

事
業
年
度
叉
註
事
業
年
震
出
開
始
の
告
か
ら
配
当
連
結
事
業
年
産
経

7
の
日
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
、
当
該
外
国
法
人
が

一
他
の
外
患
法
人
か
ら
受
け
た
剰
余
金
の
記
当
等
の
額
(
当
該
抱
の
外
国
法
人
の
第
六
十
八
条
の
九
十
第
一
項
若
し
く
は

第
四
項
又
泣
第
六
十
六
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
醤
項
の
揺
定
の
適
用
に
係
る
事
業
年
度
開
始
の
目
前
に
受
け
た
剰

余
金
の
配
当
等
の
額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
験
く
。
)

の
う
ち
、
当
該
連
結
法
入
の
有
す
る
当
該
外
国
法
人
の

。

‘隊

() 


